
炭酸カルシウムに有機物を複合化する技術

非晶質炭酸カルシウムを一旦加圧することで、結晶化温度を150℃まで低下させ
ることに成功しました。この技術を⽤いると、CNFなどの有機物と複合化させることが
可能となります。

� 従来より低温（300℃→150℃程度）での熱的結晶化
が可能に

� 非晶質（微粒⼦）を経由するため、ナノレベルでの複合化
が可能に

� 熱に弱い有機物との複合化が可能に

� 吉野︓非晶質炭酸カルシウムの結晶化技術とその応⽤, 
TIRIクロスミーティング2018概要集（2018）

� 吉野、佐野︓加圧による非晶質炭酸カルシウムの結晶化
温度の低下，日本セラミックス協会2018年年会要旨集
（2018）

従来技術に比べての優位性

今後の展開

共同研究者 佐野 森（都産技研）

研究成果に関する⽂献・資料

環境技術グループ 吉野 徹
TEL 03-5530-2660

� 炭酸カルシウム-有機⾼分⼦複合材料の開発
� 生体鉱物を模倣した材料開発
� 環境にやさしい材料開発

特徴

特許出願中

機能性材料

研究員からのひとこと
この技術で炭酸カルシウムの結晶に有機物を
複合化し、新たな機能を付加することが可能
です。

非晶質炭酸カルシウム（CaCO3 nH2O）

500nm 結
晶

化
度

温度（℃）

� 加圧圧⼒と結晶化温度の関係

圧⼒をかけると結晶化温度が低下

加熱前 170℃ 200℃ 250℃

CNF 5%

CNF 10%

CNF-free

170℃で結晶化させることで熱による変色が軽微に

� セルロースナノファイバー（CNF）との複合化

� 加圧後結晶化させたCaCO3-CNF複合体の圧縮強度
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加熱処理
(170℃)

結晶化前

※⾼湿度処理

CNF
5%0%CNFで強度UP

※⾼湿度処理＝
加圧後、⾼湿度下で
結晶化させたもの
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